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植樹を行う子どもたち 

白かば林に咲くすずらんの花 

芦川緑の少年少女隊と荻野市長 

仲間とそば打ちに挑戦 

放流されたヤマメは約5000匹 

にぎわう特設テント村 

5
月
1
日
、
境
川
町
大
黒
坂
の
聖
応

寺（
し
ょ
う
お
う
じ
）有
林
で
、
市
、
市

緑
化
推
進
会
議
主
催
に
よ
る
「
第
3
回

笛
吹
市
植
樹
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

植
樹
祭
は
、
森
林
の
多
面
的
な
機
能

と
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
を
未
来
に

引
き
継
い
で
い
く
森
を
愛
す
る
心
豊
か

な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
市
民
の
緑
化

思
想
を
高
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

当
日
は
、
石
和
・
境
川
・
芦
川
の
緑

の
少
年
少
女
隊
が
参
加
し
、
記
念
式
典

で
、
荻
野
市
長
ら
関
係
者
が
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
後
、
地
元
の
境
川
小
学
校
児

童
で
構
成
さ
れ
る
「
境
川
緑
の
少
年
少

女
隊
」
の
代
表
が
、
笛
吹
市
の
美
し
い

自
然
を
愛
し
、
緑
豊
か
な
21
世
紀
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
す
誓
い
の
こ
と

ば
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
内
全
域
か
ら
集
ま
っ
た
約

2
5
0
人
の
参
加
者
は
、
気
持
ち
の
良

い
五
月
晴
れ
の
下
、
順
調
な
生
育
を
願

い
な
が
ら
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
5
0
0

本
を
山
の
斜
面
に
丁
寧
に
植
樹
し
ま
し

た
。
 

 

5
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
、
芦
川
町

で
「
す
ず
ら
ん
の
里
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

芦
川
町
に
自
生
す
る
す
ず
ら
ん
は
、

貴
重
な
「
日
本
す
ず
ら
ん
」
種
で
、
群

生
し
て
い
る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

山
梨
県
の
自
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

祭
り
期
間
中
、
見
頃
を
迎
え
た
す
ず

ら
ん
を
一
目
見
よ
う
と
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

来
場
者
は
、
す
ず
ら
ん
の
か
れ
ん
な

花
を
見
て
「
か
わ
い
い
」
と
写
真
を
撮

っ
た
り
、
会
場
で
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
群
生
地
に
咲
く
い
ろ
い
ろ
な

花
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
散
策
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
 

群
生
地
近
く
に
は
特
設
テ
ン
ト
村
も

設
け
ら
れ
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど
特
産
品

を
買
い
求
め
る
家
族
連
れ
や
観
光
客
な

ど
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
芦
川
の
清
流
で
の
ヤ
マ
メ
釣

り
大
会
や
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
も
行
わ

れ
、
会
場
を
訪
れ
た
観
光
客
た
ち
は
、

思
い
思
い
に
芦
川
の
自
然
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。
 

笛
吹
川
石
和
鵜
飼

　
か
が
り
火
が
ゆ
ら
め
く
笛
吹
川
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
鵜
と
鵜
匠
に
よ
る
伝
統

の
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

7
月
20
日（
月
）〜
8
月
19
日（
水
） 

（
期
間
中
の
水
・
木
・
土
・
日
）
 

午
後
8
時
〜
8
時
50
分
 

※
川
の
水
量
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
 

■
場
所
　
市
役
所
前
笛
吹
川
 

 鵜
匠
体
験（
一
日
2
人
限
定
）

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。（
有
料
） 

 石
和
温
泉
連
夜
花
火

 
色
鮮
や
か
な
花
火
が
笛
吹
川
の
夜
空

を
彩
り
ま
す
。
 

■
日
時

7
月
20
日（
月
）〜
8
月
31
日（
月
） 

午
後
8
時
50
分
〜
9
時
 

※
雨
天
の
場
合
中
止
あ
り
 

■
場
所
　
市
役
所
前
笛
吹
川
河
川
敷
 

  石
和
温
泉
花
火
大
会

協
賛
者
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
参
加

者
募
集

■
協
賛

 
花
火
大
会
で
会
社
や
団
体
の
P
R

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
、

山
梨
日
日
新
聞
特
集
号
に
掲
載
し
て

広
告
P
R
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
花
火

大
会
招
待
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

 
予
算
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 ■
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

 
あ
な
た
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た

花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
ら
に
、
参
加
者
に
は
招
待
席
２
席

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
 

 
参
加
料
は
1
口
4
万
円
で
す
。
 

 
い
よ
い
よ
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

 

■問合せ先
　笛吹市観光物産連盟事務局 
　（市産業観光部観光商工課内）　☎055（261）2829

　例年ご好評いただいている花火大会有料観覧
席のチケットを今年も販売します。 
　販売は、チケットぴあ（市内では石和サティ・

ファミリーマート各店）
で行います。 
　快適な観覧席で夏の
夜のひとときをお楽し
みください。  
 
※販売初日のファミリ

ーマート発売開始は
午前11時です。 
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マニフェストに掲げた42施策を検証 

概要を説明する荻野市長 

市では、食育実施計画を策定し、市民が健やかで生きいきと暮らせるまちを目指し、食を通

じた健康づくりを推進しています。 

そこで、さらに元気な笛吹市を目指して料理コンテストを開催します。皆さんのおすすめレ

シピを紹介してください。たくさんの応募をお待ちしています。 

■応募・問合せ先

　〒406-0031　笛吹市石和町市部800　石和保健福祉センター内　 

　笛吹市役所　保健福祉部　健康づくり課「笛吹市を元気にしよう　料理コンテスト」係 

　☎055（261）1901　　電子メール genki@city.fuefuki.lg.jp

市
で
は
、
第
一
次
笛
吹
市
総
合
計
画
 

「
み
ん
な
で
奏
で
る 

”に
ぎ
わ
い
・
や

す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き

“
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
を
基
本
に
、「
プ
ラ
ン（
計
画
）」
 

・
「
ド
ゥ（
実
行
）」
・
「
チ
ェ
ッ
ク（
検

証
）」
・
「
ア
ク
シ
ョ
ン（
改
善
）」
の
 

Ｐ
・
Ｄ
・
Ｃ
・
A
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ

ク
ル
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
、
各
部
局
の
施
策
や
事

業
の
達
成
目
標
な
ど
を
記
し
た
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
年
度
ご
と
に
検

証
を
行
い
、
改
善
、
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
 

今
年
も
、
5
月
15
日
に
、
い
ち
の
み

や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
、
平
成

20
年
度
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
検
証
会
に
は
、
市
内
の
関

係
団
体
代
表
者
や
市
議
会
議
員
、
市
職

員
な
ど
が
参
加
し
、
荻
野
市
長
と
各
部

長
が
、
検
証
結
果
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
　
 

市
で
は
、
こ
の
検
証
内
容
を
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
 

す
。
 

な
お
、
詳
し
い
検
証
内
容
に
つ
い
て
 

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

経
営
政
策
部
　
経
営
企
画
課
 

経
営
政
策
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

 納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
発

生
し
ま
す

納
期
限
ま
で
に
税
金
が
完
納
さ
れ
な

い
場
合
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
た
税
金
と

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
、
税
額
に
次
の
割
合
を
乗

じ
て
計
算
し
た
延
滞
金
を
合
算
し
た
金

額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

■
税
額
に
乗
じ
る
割
合

○
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
カ
月
を
経
過

す
る
ま
で
 

年
4
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
 

○
1
カ
月
を
経
過
し
た
日
以
降
 

年
14
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
 

 
納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

万
一
、
災
害
や
病
気
な
ど
で
、
納
税

が
困
難
な
場
合
は
、
徴
収
の
猶
予
な
ど

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
ご
本
人
の
生
活
状
況

や
財
産
の
取
得
状
況
な
ど
を
申
告
し
て

い
た
だ
き
、
審
査
で
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

納
期
限
内
の
納
税
が
困
難
な
方
は
、

納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
収
税
課
　
収
納
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 

「社会を明るくする運動笛吹市推進委員会」と笛吹保護区保護司
会では、犯罪や非行、いじめ、虐待（ぎゃくたい）のない地域づくり
や健全な青少年の育成に努め、誰もが安心・安全な地域社会の中で
生活できることを願い、明るい社会を築くための啓発活動を行います。 

皆さんのご理解、ご協力をお願いします。 
 

前回行われた駅前での啓発運動 
 

■問合せ先
　市民環境部　市民活動支援課　市民生活担当　☎055（262）4111 
 

市
で
は
、
地
域
の
農
業
環
境
を
守
り

な
が
ら
均
衡
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
農
振
除
外
の
申
し
出
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
 

■
書
類
配
布
開
始
　
8
月
10
日（
月
）か
ら
 

※
土
・
日
を
除
く
 

■
書
類
配
布
場
所

農
林
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
 

■
受
付
期
間

9
月
7
日（
月
）〜
18
日（
金
）
 

※
土
・
日
を
除
く
 

■
受
付
場
所
　
農
林
振
興
課
 

■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
産
推
進
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

経済センサス－基礎調査
にご協力を 

７月１日を基準日として、「経済
センサス－基礎調査」を実施します。
この調査は、全事業所が対象の大規
模な統計調査です。調査結果は、こ
れからの行政を考える重要な基礎資
料になりますので、調査票が届きま
したら、ご協力をお願いします。 
■問合せ先　

経営政策部　経営企画課 
経営政策担当   ☎055（262）4111

■募集テーマ

①家族で食べたい手軽で簡単な朝ごはん（1食分） 

②笛吹市で採れる食材を使った料理 

　（ほうれん草・なす・きゅうり・とうもろこし・ 

　 大根・白菜など） 
 

■応募方法

　　応募用紙に必要事項を記入し、写真を添えて郵

送または電子メールで応募してください。

　応募用紙は石和保健福祉センター・各支所など

で配布します。 

　また、市ホームページからもダウンロードでき

ます。 
 

■募集期間　8月1日（土）～9月15日（火）（郵送の場合は当日消印有効） 



　平成20年度笛吹市地域振興促進助成事業で助成した事業の実績報告会を開催します 。

　より良い地域づくりや地域の活性化を目指して取り組んだ市民活動の成果をご確認いただき、さら

に、今後皆さんが地域活動や市民活動に取り組むきっかけにしていただきたいと思います。

　見学自由ですので、当日は直接会場にお越しください。

平成20年度笛吹市地域振興促進助成事業　助成事業一覧

団体名 所　在

一宮

春日居

春日居

石和

春日居

春日居

一宮

一宮

一宮

春日居

石和

250,000

233,730

208,012

680,000

50,000

126,000

126,000

179,970

324,000

79,100

192,150

地域の福祉

地域資源／内外交流

伝統文化伝承

地域の福祉／ひとづくり

地域の福祉／その他

地域行事／ひとづくり

地域資源／内外交流

地域交流／ひとづくり

地域福祉／ひとづくり

地域福祉／ひとづくり

地域資源／その他

助成額（円） 内　容区
分

1

次

募

集

採

用

分

ふれあい
ボランティア

春日居町
中輪菊愛好会

春日居町
熊野堂下区

NPO法人
HappySpace
ゆうゆうゆう

春日居町
ふれあい連絡会

春日居町
国府第3区

ボランティア
ガイド笛吹

上矢作区

親子ふれあい
広場

おはなしの
へやもも

鄙（ひな）の会

地域と学校の安全ネットワーク拠点自主整備
（地域ネットワーク活動として学校、地域が協働し
てふれあいポーチの設置を行う）

菊の散歩道による地域活性化�
（菊の散歩道を地域で開催し、地元観光と地域活性
に取り組む）

熊野堂囃子の保存伝承
（熊野堂囃子（はやし）の保存伝承のため、子ども
達の育成活動のための楽器を修理、購入）

中学生の育児体験講座
（中学校との協働で子育て体験講座（パパママ体験）
を中学生対象に実施）

春日居地域の放置自転車等の環境整備
（地域防犯活動を地域組織が主体で行うための看
板設置等の経費）

防災意識高揚を目的とした地域交流
（地域防災の現実的な課題であるコミュニティの再
生のための交流事業）（助成2年目）

1000年 の都、笛吹市の旧跡ガイド
（文化財ガイドの育成と継続のための活動）
（助成2年目)

防災体験学習と地域防災マップ作成
（地域防災の取組みとして、防災体験施設を見学し
住民への防災意識啓蒙に取り組む）（助成2年目）

読み聞かせボランティアの育成講座
（読み聞かせボランティア育成とストレッチ講習の
実施）

八田書院の活用事業
（八田書院でのひな飾りや五月人形展示等を実施）
（助成2年目）

親と子が共に学ぶ地域教育活動�
（地域教育活動として講演会を開催する）

区　分

団体名 所　在

春日居

石和

御坂

境川

一宮

石和

石和

石和

八代

石和

御坂

御坂

石和

八代

境川

御坂

石和

御坂

350,000

100,000

91,499

85,000

50,000

161,000

258,000

256,900

107,229

471,000

50,000

200,000

100,000

350,000

344,977

235,410

1,000,000

1,800,000

5,079,590

伝統文化伝承

地域行事／その他

地域資源／その他

ひとづくり／その他

その他地域振興

地域づくり研修

ひとづくり／その他

地域産業／ひとづくり

地域産業／ひとづくり

ひとづくり／その他

地域福祉／その他

地域交流／イベント

地域交流／イベント

伝統文化伝承

新市一体感

新市一体感

地域振興

地域福祉

助成額（円） 内　容区
分

2

次

募

集

採

用

分

3
次
募
集
採
用
分

そ
の
他
市
が
認
め
た
も
の

山梨岡神社舞子

石和町東油川区

下黒駒朝市
遊歩道推進会

NPO法人
学びの広場�
ふえふき

一宮町小城区

憲法の理解を
広める会FFU

ボランティア
グループまっ黒駒

笛吹市御坂
国際交流協会

石和ざぶとん亭
実行委員会

永井天神社
神楽保存会

笛吹市�
ソフトボール協会

ザ・石和JAZZ
実行委員会

笛吹市障害者
連絡協議会

笛吹市野球連盟

採用合計25件

3,380,387

8,459,977

採用合計4件

H20地域振興基金振興促進助成事業合計

石和体協
野球塾

笛吹ローズクラブ

えこふく

笛吹市
サッカー協会

文化財の継承存続�
（文化財の継承に必要な装束の購入）（助成2年目）

地区文化祭�
（地区文化祭を近隣区に公開し、新しい地域フレーム
作りのきっかけとして近隣地域と交流）（助成2年目）

地域資源の整備による地域活性化�
（地区内の河川沿岸道路を整備し、遊歩道化するこ
とで、地域の活性化につなげる）

地域学習と環境美化�
（実行委員会により市民と学校が一緒になって、地
域を知り、地域美化に取り組む）

地域の愛唱歌の作成、発表�
（地域住民からの歌詞公募し、地区の歌を作成、地
区内での発表会、地域行事の際に愛唱する）

憲法学習を通じて人権意識を高める�
（月1回程度 の憲法学習講座を開催、人権、人格の
尊重を学ぶ）

野球指導による青少年育成�
（小、中学生の野球指導を通じて、非行防止に取り
組む）（助成2年目）

バラによる景観づくり�
（市のバラを広める事業（育成技術講習会、講演会、
駅前広場のバラの管理）を行う）

サッカーを通じた市民スポーツの普及�
（清雲栄純氏の講演会とサッカー教室の開催、パパ
さんリーグの開催によるスポーツ振興）

地域、施設慰問ボランティア活動事業�
（施設慰問、地域敬老会等への演劇出演時の小道
具作成）

音楽による国際交流事業
（地域における国際交流意識啓発のための音楽に
よる多文化交流イベントの開催）

文化財の継承存続�
（市無形文化財の太々神楽装束の購入（衣装の老
朽化に伴う装束の作成経費））

新市一体感の醸成�
（市代表ユニフォーム一式の購入。市代表チーム
の県大会2チーム出場のための特例）

新市一体感の醸成�
（市代表ユニフォーム一式の購入。市代表チーム
の県大会2チーム出場のための特例）

ジャズによる温泉観光地の活性化�
（前夜祭を20旅館 で開催。フェスティバルと合わ
せてジャズブランドとのイメージ化を狙う）

笛吹市内福祉マップの作成�
（市内の施設のバリアフリーマップ作成。障害者の
視点から市内施設のマップを作成する）

笑いによる町おこしイベント�
（地域の実行委員会により、地域活性のきっかけ作りとなる、
お寺を会場とした寄席の開催に取り組む）（助成2年目）

菜種油による地球温暖化防止�
（菜の花栽培を通じてBDF によるエコサイクルを作
る。遊休地の借地による菜種栽培取り組みを行う）

区　分

8月7日（金）　午後1時30分～5時30分  
スコレーセンター１階集会室 
助成団体（ただし、事務局が要請した団体、発表団体以外の事業内容は資料公開のみ） 
市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111

■日　　時
■場　　所 
■発 表 者  
■問合せ先

67
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市
で
は
、
企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
、
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
機
会
の
促
進
な
ど
に

よ
る
地
域
経
済
の
振
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

企
業
立
地
促
進
事
業
助
成
制
度

「
笛
吹
市
企
業
立
地
促
進
事
業
助
成

制
度
」
は
、
企
業
が
工
場
を
新
設
す
る

際
に
助
成
を
行
う
制
度
で
す
。
 

　
こ
の
助
成
制
度
は
、
山
梨
県
産
業
集

積
促
進
助
成
金
と
連
携
す
る
も
の
で
、

市
と
同
じ
適
用
要
件
で
、
県
で
は
、
投

下
固
定
資
産
額（
土
地
取
得
費
を
除
く
）

の
10
パ
ー
セ
ン
ト
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
 

■
適
用
要
件

製
造
業
、
試
験
研
究
所
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
利
用
産
業
そ
の
ほ
か
著

し
く
本
市
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
も
の
と
し
て
市
長
が
認
め
る
事
業

の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
 

 
①
新
た
に
市
内
の
土
地
ま
た
は
借
地
権

（
設
定
期
間
が
20
年
以
上
の
も
の
に

限
る
）を
取
得
し
て
、
工
場
な
ど
を

設
置
し
、
3
年
以
内
に
操
業
を
開
始

す
る
こ
と
 

 ②
投
下
固
定
資
産
額（
土
地
取
得
費
を

除
く
）が
5
億
円
以
上
で
あ
る
こ
と
 

③
操
業
か
ら
1
年
以
内
に
従
業
員
が
10

人
以
上
増
加
す
る
事（
そ
の
う
ち
3

割
以
上
を
市
内
か
ら
新
規
雇
用
す
る

こ
と
）
 

 
■
助
成
率

投
下
固
定
資
産
額（
土
地
取
得
費
を

除
く
）の
2
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
 

 
■
限
度
額
の
設
定

①
増
加
従
業
員
数
が
10
人
以
上
50
人
未

満
の
場
合（
限
度
額
6
0
0
0
万
）
 

 ②
増
加
従
業
員
数
が
50
人
以
上
1
0
0

人
未
満
の
場
合（
限
度
額
1
億
円
）
 

 ③
増
加
従
業
員
数
が
1
0
0
人
以
上

5
0
0
人
未
満
の
場
合（
限
度
額
1

億
5
0
0
0
万
円
）
 

 ④
増
加
従
業
員
数
が
5
0
0
人
以
上
の

場
合（
限
度
額
2
億
円
）
 

 
■
助
成
対
象
地
域
　
市
内
全
域
 

 
■
適
用
期
限

平
成
23
年
3
月
31
日（
木
） 

 

 
工
場
誘
致
奨
励
制
度

「
笛
吹
市
工
場
誘
致
奨
励
制
度
」
は
、

企
業
の
工
場
新
設
を
奨
励
す
る
制
度
で

す
。
 

 
■
適
用
要
件

本
市
の
産
業
の
振
興
に
貢
献
す
る
産

業
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
工
場
の
新
設
で
あ
っ
て
、
市
長

が
認
め
る
も
の
 

①
設
備
投
資
額
 

　
1
0
0
0
万
円
以
上
 

②
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
 

　
20
人
以
上
 

 
■
奨
励
金
交
付

操
業
の
翌
年
度
か
ら
、
3
年
間
当
該

工
場
か
ら
徴
収
す
る
市
税
の
範
囲
内
 

 
■
奨
励
対
象
地
域
　
市
内
全
域
 

 
■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課
 

商
工
労
働
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

5
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
連
合
区
長

会
で
、
平
成
21
年
度
の
理
事
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
会
長
に
中
村
長
年
氏
、
副
会

長
に
田
中
正
純
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
 

同
区
長
会
に
は
、
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

す
。
 

任
命
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）
 

会
長

中
村
　
長
年（
境
川
町
区
長
会
会
長
） 

副
会
長

田
中
　
正
純（
春
日
居
町
区
長
会
会
長
） 

理
事
 

長
坂
　
邦
彦（
石
和
町
区
長
会
会
長
） 

向
山
　
一
夫（
石
和
町
区
長
会
副
会
長
） 

久
保
田
人
司（
御
坂
町
区
長
会
会
長
） 

志
村
　
富
男（
御
坂
町
区
長
会
副
会
長
） 

荻
原
　
忠
敬（
一
宮
町
区
長
会
会
長
） 

岩
間
　
正
美（
一
宮
町
区
長
会
副
会
長
） 

鶴
田
　
幸
男（
八
代
町
区
長
会
会
長
） 

矢
崎
　
　
明（
八
代
町
区
長
会
副
会
長
） 

曽
根
　
修
一（
境
川
町
区
長
会
副
会
長
） 

岩
　
　
　
進（
春
日
居
町
区
長
会
副
会
 

　
　
　
　
　  

長
） 

宮
川
　
勝
夫（
芦
川
町
区
長
会
会
長
） 

市
川
　
栄
治（
芦
川
町
区
長
会
副
会
長
） 

 

笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その
ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。 

このコーナーでは、市内の製造業にスポットを当ててシリーズでご紹介します。 

平成8年に石和町で設立し、平成18年に現在の
場所に移転しました。断熱パ
ネルや業務用冷蔵庫パネル、
精密機器製造や医療研究の現
場に不可欠なクリーンルーム
用パネルの製造・販売・施工
を行っています。 

また、工場作業場などをクリーンに保ち、断熱
効率を上げることで省エネにも取り組んでいます。 

 
先進のパネル技術で、お客様の幅広いニーズ

にきめ細かく答えられるように取り組んでいき
ます。 

昭和23年創業以来、水門の専門メーカーとし
て成長し、現在は、水門、橋梁など構造物の総
合メーカーとして、設計、製作、据付、メンテ
ナンスまで行っています。
さまざまな技術者が持ち味
を出し合い、幅広くオリジ
ナル製品を開発しています。 

 
常に安全にこころがけ、環境にやさしい製品

を開発し、お客様に満足していただける物作り
を目指していきます。 

飯田鉄工株式会社（境川町石橋） 株式会社イワタニ（八代町米倉）

昭和59年に創業し、現在の場所に
工場を設立してから20年にわたり、
レーザ光線を医療に応用した医療用
レーザ機器を開発製造販売してきま
した。医療機関と患者の架け橋にな
り、体に優しい治療の提供を理念と
しています。 

 
レーザ治療は、「人の身体に優しい」治療方法

です。一人でも多くの方がより良いレーザ治療
を受けられるように、開発普及に誠意向上して
いきます。 

 

株式会社エス・エル・ティ・ジャパン
（御坂町下黒駒）

昭和22年に東京で創業し、社是（しゃぜ）「真
摯（しんし）」の下、「ひとつひとつ職人の手作業
による成型」の姿勢で取り組んでいます。白ザ
ラメ糖の歯ごたえが特徴のリー
フパイやクッキー生地・ケーキ
生地とイチゴジャムのハーモニ
ーが楽しめるお菓子などを作っ
ています。 
 

一宮町での創業20年目を迎えました。内陸性
気候・水はけの良さがお菓子作りに適したこの
地で、従業員
一同、さらに
上の職人を目
指して精進し
ていきます。 

（株）洋菓子舗ウエスト（一宮町坪井）

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎ 055（262）4111

企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言
企業から一言企業から一言



催
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第
１５
回
小
・
中
学
生
囲
碁
・

将
棋
大
会

  
 

ほ
か
の
学
校
や
違
う
学
年
の
お
友
だ

ち
と
、
１
日
楽
し
く
囲
碁
や
将
棋
を
指

し
ま
し
ょ
う
。
 

 
■
対
象
　
小
・
中
学
生
 

■
日
時
　
8
月
12
日（
水
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
1
階
集

会
室
 

■
囲
碁
ル
ー
ル

19
路
盤
を
使
用
し
、
互
先
で
黒
の
６

目
半
コ
ミ
出
し
 

■
定
員
　
囲
碁
・
将
棋
各
40
人
 

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

   
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
教
室

 マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
安
全
な
乗
り

方
や
操
作
の
仕
方
な
ど
を
、
初
め
て
の

方
に
も
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。
 

 
■
日
時

7
月
25
日（
土
）
 

午
前
9
時
〜
11
時
 

※
雨
天
の
場
合
は
26
日
に
延
期
 

■
集
合
場
所

金
川
の
森
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

■
定
員
　
20
人（
自
転
車
に
乗
れ
る
方
） 

■
参
加
費
　
1
0
0
円
 

■
持
ち
物
 

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
 

（
貸
し
出
し
も
で
き
ま
す
）
 

■
服
装

長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
、
手
袋
 

■
講
師

大
久
保
学
氏（
日
本
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
協
会
公
認
普
及
員
）
　
 

 
 

ど
ん
な
昆
虫
が
い
る
か
な

 公
園
に
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ

タ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
昆
虫
が
す
ん
で

い
ま
す
。
　
 

み
ん
な
で
昆
虫
を
探
し
ま
せ
ん
か
。
 

 
■
日
時
　
8
月
1
日（
土
）
　
 

午
前
9
時
〜
11
時
30
分
 

※
雨
天
の
場
合
は
ス
ラ
イ
ド
で
昆
虫
学

習
会
 

■
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
定
員
　
30
人
 

■
参
加
費
　
2
0
0
円
 

■
持
ち
物
 

筆
記
用
具（
虫
め
が
ね
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）
 

■
講
師

瀬
田
実
氏（
山
梨
動
物
生
態
研
究
会

会
長
）
 

　■
申
込
・
問
合
せ
先
　
 

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５
 

  
夏
休
み
企
画
展
「
お
も
ち
ゃ
と

模
型
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
展
 

 
■
日
時

7
月
11
日（
土
）〜
9
月
7
日（
月
） 

■
場
所

県
立
博
物
館
 

■
内
容

　
昔
な
つ
か
し
い
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
、

人
形
、
鉄
道
模
型
な
ど
の
お
も
ち
ゃ

約
3
0
0
点
を
展
示
し
ま
す
。
 

 
博
物
館
を
活
用
し
た
夏
休
み
自
由

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
 

 
■
日
時
　

7
月
20
日（
月
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 
 

■
場
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
 
 

■
内
容

　
県
内
の
博
物
館
や
美
術
館
が
一
堂

に
集
ま
り
、
夏
休
み
自
由
研
究
の
ヒ

ン
ト
を
提
供
し
ま
す
。
 
 

■
参
加
費
　
無
料
 

※
事
前
申
込
不
要
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
県
立
博
物
館
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

春休みに行われた前回大会 

県
立
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

森
林
公
園
金
川
の
森
イ
ベ
ン
ト

吹ちゃん笛ちゃん

第２期の委員さん 
たちの活躍にも 
期待したいわね 

条例案は第１期の 
委員さんたちが夜遅くまで 
頑張った成果だね 

平成19年６月に発足した第１期「笛吹市男女共同参画推進委員会」は、５月末をもって任期満了とな

りました。任期中は、プランの推進一筋に、家庭・職場・地域部会による具体的活動、「笛吹市男女共

同参画推進条例案」検討、広報委員による「輝け 笛吹の未来」の掲載活動、フォーラムの開催など、委

員一人ひとりの個性・能力を発揮しあい、市との協働で精力的に活動が展開できました。　 

第２期委員会でも、さらなる「男女共同参画」に向けて取り組んでいきますので、今後も皆さんのご

理解・ご協力をお願いします。 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

第1期から第2期へバトンタッチ

市民の手による条例案を市に提案！
 

　5月26日、「笛吹市男女共同参画推進委員会」で検討してきた「男女共同参画推進条例案」を、

荻野市長に提案しました。 

　男女共同参画推進委員会では、「笛吹市男女共同参画推進条例検討委員会」を特別委員会として平

成20年7月に立ち上げ、山梨学院大学法学部山内幸雄教授の指導を受け、新田治江検討委員長以下14

人の委員が「何とかして私たちのまち笛吹市を、誰もが安心してより住みやすいまちに！」を合言葉

に30回以上にも及ぶ検討会を重ねて成案を作り上げました。 

　「笛吹市らしい条例案を」と考えた条例案には、

“女性の社会参画”、“子育て、介護等への家族の

共助と支援”、“家族経営協定締結の促進”などを

盛り込みました。 

　また、市の責務、市民の責務、事業者等の責務

などを明確化し、平成18年度末に策定された市の

男女共同参画の指針である「輝け男女 笛吹プラン」

推進の後ろ盾となれるよう願っています。 

　今後、市で検討を加え、市議会の審議を経て、

今年度内に条例が制定されるよう心から期待して

います。 

 

 



催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

1213

   笛
吹
市
太
鼓
連
合
で
は
、
市
内
の
小

中
学
生
を
対
象
に
和
太
鼓
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
 

 
■
対
象

市
内
在
住
の
小
中
学
生（
小
学
3
年

生
以
上
）
 

■
日
時

７
月
29
日（
水
）〜
8
月
19
日（
水
）ま

で
の
毎
週
水
曜
日（
全
4
回
）
 

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分
 

■
場
所

御
坂
天
雷
太
鼓
道
場（
甲
府
国
際
カ

ン
ト
リ
ー
入
口
）
 

■
定
員
　
20
人
 

■
参
加
費
　
5
0
0
円
 

■
服
装
・
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
・
上
ば
き
・
タ
オ
 

ル
・
飲
み
物
な
ど
 

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
。
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

・
梶
原
 

☎
0
5
5（
2
6
4
）2
7
2
9
 

・
水
上
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
9
3
8

   7
月
中
旬
に
、
平
成
21
年
度
国
民
健

康
保
険
税
の
普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。
 

納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

          な
お
、
特
別
徴
収
は
、
納
期
に
関
係

な
く
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
。
 

 
■
納
付
方
法

①
口
座
振
替
 

　
納
期
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課
・
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
市
内
金

融
機
関
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

※
口
座
振
替
日
は
納
期
と
同
じ
日
で
す
 

が
、
第
6
期
は
12
月
25
日
で
す
。
 

 
②
納
付
書
 

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
も
納
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

納
付
書
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

※
納
期
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
状
が
発
送

さ
れ
、
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
滞
納
が
続
く
と
、
有
効
期
間

の
短
い
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
 

行
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
■
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
も

　
次
の
理
由
で
納
付
が
困
難
な
場
合
、

減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
 

お
、
「
⑤
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
る
失

業
者
減
免
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
 

 
①
住
宅
災
害
 

②
農
作
物
災
害
 

③
疾
病
に
よ
る
失
業
 

④
旧
被
扶
養
者（
後
期
高
齢
者
制
度
創

設
に
よ
る
措
置
）
 

⑤
倒
産
・
解
雇
な
ど
で
引
き
続
き
3
カ

月
以
上
失
業
・
休
業（
前
年
中
の
世

帯
合
計
所
得
が
2
5
0
万
円
以
下
で
、

前
年
中
よ
り
所
得
が
3
割
以
上
減
少
 

し
、
納
付
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら

れ
る
場
合
）
 

 
※
申
請
に
必
要
な
書
類
や
条
件
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

  　
　
 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
業
務
に
必
要
 

な
、
安
全
な
荷
役
の
操
作
・
走
行
操
作

に
つ
い
て
の
講
義
と
実
習
を
行
い
ま
す
。
 

 
■
対
象

お
お
む
ね
60
歳
台
前
半
で
、
雇
用
や

就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
 

■
日
程
　

8
月
21
日（
金
）〜
9
月
10
日（
木
）ま

で
の
間
の
7
日
間
 

■
場
所

○
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
 

○
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
実
技
試
験
場
 

■
定
員
　
14
人
 

■
受
講
料
　
無
料
 

■
申
込
締
切
　
8
月
3
日（
月
） 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先
 

・（
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）0
0
9
9
 

・（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
 

☎
0
5
5（
2
2
8
）8
3
8
3

子
ど
も
太
鼓
教
室

7
月
は
国
民
健
康
保
険
税

の
第
1
期
納
期
で
す

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技

能
講
習
会

笛
吹
市
軟
式
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い

  皆
さ
ん
に
森
や
ダ
ム
、
川
の
大
切
さ

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
森
と
湖

に
親
し
む
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時
　
7
月
26
日（
日
）
　
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
※
小
雨
決
行
 

■
場
所
　
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所
 

（
大
月
市
七
保
町
瀬
戸
2
3
0
8
―
1
1
） 
 

■
内
容
・
定
員

○
ダ
ム
内
見
学
・
ボ
ー
ト
乗
船
 

各
先
着
1
0
0
人（
ボ
ー
ト
は
小
学

生
対
象
）
 

○
木
工
教
室
・
特
産
物
販
売
・
カ
ブ
ト

ム
シ
配
布
・
ビ
デ
オ
上
映
ほ
か
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
問
合
せ
先

山
梨
県
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所
　
　
 

☎
0
5
5
4（
2
4
）7
0
6
2

■
募
集
職
種
・
人
数

一
般
行
政
職（
若
干
名
）
 

保
育
士（
若
干
名
）
 

消
防
職（
若
干
名
）
 

 
■
受
験
資
格

○
一
般
行
政
職
1

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
お
よ
び
同
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人
 

○
一
般
行
政
職
2

昭
和
57
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
一
般
行
政
職
1
の
要
件
に
該
当
し

な
い
人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
人
お
よ
び
同
程
度
の
学

力
を
有
す
る
人
 

○
一
般
行
政
職
3（
自
己
ア
ピ
ー
ル
）
 

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
、
研
究
学
術
、

社
会
国
際
貢
献
な
ど
の
分
野
に
お
い

て
大
き
な
実
績
、
成
果
を
収
め
、
こ

れ
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
培
わ
れ
た

意
欲
や
能
力
を
市
政
で
発
揮
で
き
る

人
で
、
一
般
行
政
職
1
ま
た
は
2
の

受
験
資
格
に
該
当
す
る
人
 

 
○
保
育
士

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
育
士
資
格
を
有
し
保
育

士
登
録
済
み
の
人
、
ま
た
は
平
成
22

年
3
月
31
日
ま
で
に
そ
の
資
格
を
取

得
し
登
録
見
込
み
の
人
 

 
○
消
防
職
1

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
人
お
よ
び
同
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人
 

○
消
防
職
2

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
消
防
職
1
の
要
件
に
該
当
し
な
い

人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
人
お
よ
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
 

 
※
他
に
条
件
や
欠
格
事
項
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
7
月
27
日
か
ら
配
布
す

る
試
験
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
試
験

○
職
種
　
一
般
行
政
職
 

○
受
験
資
格（
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

・
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介
護

者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
 

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

き
る
人
 

・
一
般
行
政
職
1
ま
た
は
2
の
受
験
資

格
に
該
当
す
る
人
 

 
■
受
験
手
続
き

○
試
験
案
内
配
布
期
間

7
月
27
日（
月
）〜
8
月
19
日（
水
）
 

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
 

 
○
受
験
申
込
受
付
期
間

8
月
3
日（
月
）〜
19
日（
水
） 

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
 

 
○
試
験
案
内
配
布
・
申
込
受
付
場
所

総
務
部
総
務
課
 

（
市
役
所
本
庁
舎
2
階
） 

 
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

詳
し
く
は
、
7
月
27
日
以
降
に
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
 

 
■
一
次
試
験
日

9
月
20
日（
日
）
 

 
■
二
次
試
験
日

10
月
中
下
旬
の
予
定（
一
次
試
験
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
総
務
課
　
人
事
給
与
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

  
■
対
象
　

市
内
在
住
者（
行
政
区
・
事
業
所
単
位
） 

■
日
程
　
8
月
9
日（
日
）・
16
日（
日
） 

■
参
加
費
　
5
0
0
0
円
 

■
申
込
締
切
　
7
月
22
日（
水
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

い
さ
わ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

平成21年度納期

1年分を8回に分けて 
納めていただきます 

第1期 
第2期 
第3期 
第4期 
第5期 
第6期 
第7期 
第8期 

7月31日 
8月31日 
9月30日 

11月 2日 
11月30日 
12月28日 
2月 1日 
3月 1日 

市
で
は
、来
年
4
月
に
採
用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
職
種
、採
用
試
験
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
！
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   県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
障
が
い
の

あ
る
方
の
職
業
自
立
を
目
指
す
職
業
学

科
を
高
等
部
に
備
え
て
お
り
、
学
校
見

学
や
入
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
■
日
時

○
学
校
見
学
・
入
学
相
談
 

・
月
曜
日
　
午
前
9
時
〜
12
時
30
分
 

・
木
曜
日
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

○
授
業
見
学
週
間
 
 

7
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
） 

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
 

■
問
合
せ
先

県
立
盲
学
校
　
教
務
係
 

☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
1
 

（
担
当
　
白
倉
・
保
坂
）
 

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

納入月（納期は
納付書で確認を）

第1期　　７月 
第2期　　８月 
第3期　　９月 
第4期　１０月 
第5期　１１月 
第6期　１２月 
第7期　　１月 
第8期　　２月 
 
 

保険料軽減措置について

平成21年度は、従来の保険料軽減措置に加え
て次の軽減措置を行います。 

軽減額などは、７月上旬にお送りする「保険
料額決定通知書」に記載されています。 

 
①世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」と「世

帯主」の所得金額の合計額が33万円以下の方 
　　　　→　均等割が8.5割軽減に
　　　　　　（本来は7割軽減）
②①の方のうち、世帯内の「長寿医療制度の被

保険者全員」が、年金収入80万円以下でほか
の所得がない世帯の方（給与収入などがある
場合でも、控除後の所得が０円の場合） 
　　　　→　均等割が9割軽減に
③長寿医療制度加入直前に「会社などの健康保

険の被扶養者」であった方 
　　　　→　均等割が9割軽減に
④年金収入が153万円以上211万円以下の方（給

与収入などがある場合でも、控除後の所得の
合計額が91万円以下である場合） 
　　　　→　所得割が5割軽減に

始めましょう！｢ふえふき　いきいき体操｣
 

市ホームページで笛吹市介護予防体操｢ふえふき いきいき体操｣の動画配信を始めました。　

　高齢者の皆さんがいつまでもいきいきと元気に過ごせるよう、生活機能の衰えを防ぐ介護予

防に取り組みましょう。 

 

■掲載場所　

http://www.cityfuefuki.tv/gyousei/ 

gyousei_top.html 

 

■体操を行う際の注意事項

○体の状態に合わせて無理はしない 

○呼吸は止めずに自然に行う 

○体操が終わったら水分補給を　　　 

 

■問合せ先　保健福祉部　高齢福祉課　高齢者支援担当　☎055（261）1902 

 

笑顔で体操 
しましょう 
 

県
立
盲
学
校
見
学
・
入
学

相
談

長
寿
医
療
制
度
の
平
成
２１
年
度

保
険
料
額
が
確
定
し
ま
し
た

 
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ

て
い
る
方

保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
7
月
上

旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
 

確
定
し
た
年
間
保
険
料
額（
仮
徴
収

分
が
4
・
6
・
8
月
の
年
金
か
ら
引
か

れ
た
方
は
、
そ
の
分
を
差
し
引
い
た
額
）

を
、
10
・
12
・
2
月
支
給
の
年
金
か
ら

3
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
■
口
座
振
替
も
選
べ
ま
す

　
お
支
払
い
は
口
座
振
替
を
選
ぶ
こ

と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
そ
の

支
払
い
分
は
口
座
名
義
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
額
や
住

民
税
額
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
「
口
座

振
替
依
頼
書
」
の
届
出
先
は
、
金
融

機
関
窓
口
で
す
）
 

※
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
な

ど
に
よ
り
口
座
振
替
へ
の
変
更
が
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 

■
持
ち
物

①
振
替
口
座
の
預
金
通
帳
 

②
通
帳
の
届
け
印
 

③
長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
 

 
普
通
徴
収（
納
付
書
で
納
付
）の
方

保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納
入
通
知
書

を
7
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
金
融

機
関
な
ど
で
納
付
書
を
使
っ
て
納
め
て

い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
、
口
座
振
替
に

よ
る
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。
 

　
口
座
振
替
ご
希
望
の
方
は
、
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
、
国
民
健

康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
、
市
内
の
金

融
機
関
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
※
す
で
に
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
さ
れ
て
い
る
方
も
、
改
め
て
長
寿

医
療
制
度
の
口
座
振
替
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
 

 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て

 
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

 現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
 

は
、
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
 

8
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
対
象
と

な
る
方（
今
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
）に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
7

月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
 

な
お
、
古
い
認
定
証
は
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 

新
規
交
付
を
ご
希
望
の
方
へ

 医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院
し

た
時
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
の
交
付
に
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
 

自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
よ
る
区

分
が
あ
る
た
め
、
世
帯
の
限
度
額
に
応

じ
た
認
定
証
に
な
り
ま
す
。
 

■
対
象
者

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
 

■
申
請
時
の
持
ち
物

長
寿
医
療
保
険
証
と
印
か
ん
 

■
申
請
場
所

国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
 

■
認
定
証
の
有
効
期
限

有
効
期
限
は
、
申
請
し
た
月
の
初

日（
申
請
し
た
月
に
長
寿
医
療
制
度

に
加
入
し
た
方
は
そ
の
日
）か
ら
次

の
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
 

毎
年
8
月
1
日
が
認
定
証
の
年
度

更
新
日
で
す
。
 

 
保
険
証
の
切
り
替
え
を

現
在
お
持
ち
の
長
寿
医
療
制
度
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
7
月
31
日
ま
で

で
す
。
8
月
1
日
以
降
使
っ
て
い
た
だ

く
新
し
い
保
険
証
を
、
７
月
下
旬
に
お

送
り
し
ま
す
。
 

負
担
割
合
の
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い（
負
担

割
合
は
今
年
度
の
住
民
税
課
税
標
準
所

得
で
判
定
）。
 

な
お
、
古
い
保
険
証
は
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か長

寿
医
療
制
度
保
険
料
の
特
別
徴
収

を
4
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険

料
は
基
本
的
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
年
金
受
給
額
が
年
間
18
万

円
未
満
の
方
や
介
護
保
険
料
と
長
寿
医

療
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の

2
分
の
1
以
上
に
な
っ
て
し
ま
う
方
な

ど
は
、
普
通
徴
収（
納
付
書
で
納
付
）に

な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
国
の

特
別
軽
減
対
策
な
ど
で
、
保
険
料
額
が

変
更
に
な
っ
た
方
も
、
年
度
途
中
か
ら

普
通
徴
収
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う

か
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

納
付
状
況
が
不
明
な
場
合
や
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
　

高
齢
者
医
療
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1



Kokuho Fuefuki

催
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催
　
し

募
　
集
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室
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康・
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祉

子
育
て
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活・
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境
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せ

1617

はい 

はい 

はい いいえ 

いいえ はい 

はい いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

いいえ 

① ② ③ ④ 

あなたの介護保険料（年額）を確認してみましょう

第１段階 
26,800円 

第２段階 
26,800円 

第３段階 
40,210円 

（特例） 
第４段階 
46,640円 

第４段階 
53,610円 

第５段階 
60,040円 

第６段階 
67,020円 

第７段階 
80,420円 

第８段階 
93,820円 

生活保護を受給していますか 

前年の「課税年金 

収入額＋合計所得 

金額」は80万円以 

下ですか 

老齢福祉年金を 

受給していますか 

 

前年の「課税年金 

収入額＋合計所得 

金額」は80万円以 

下ですか 

同世帯のどなたかに市民税が 

課税されていますか 

前年の合計所得金額は・・・ 

① 125万円未満 

② 125万円以上250万円未満 

③ 200万円以上400万円未満 

④ 400万円以上 

市民税が課税されていますか 

地
域
生
活
支
援
事
業
の
目
的
は
、
障

が
い
者
が
地
域
で
生
活
す
る
上
で
必
要

な
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
、
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
 

ま
た
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
意

見
を
参
考
に
し
て
、
障
が
い
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
検
証
な
ど
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

今
年
度
の
事
業
費
は
、
1
億
2
4
3
 

0
万
8
0
0
0
円
で
す
。
 

支
援
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 

■
相
談
支
援

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
 

に
、
専
門
的
職
員
を
配
置
し
て
障
が

い
者
や
障
が
い
児
の
保
護
者
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
 

言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
や

連
絡
調
整
の
ほ
か
、
成
年
後
見
や
権

利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
助
言
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

■
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

市
内
に
5
カ
所
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
所
に
よ
る
創

作
活
動
や
生
産
活
動
、
社
会
と
の
交

流
促
進
な
ど
、
障
が
い
者
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
支
援
す
る
場
と
し
て
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

基
礎
的
事
業（
創
作
活
動
・
生
産

活
動
）の
ほ
か
、
精
神
保
健
福
祉
士

等
の
専
門
員
を
配
置
し
て
、
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
実
施
機
関
や
地
域
と

の
連
携
強
化
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
、
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の
啓

発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

視
覚
、
聴
覚
、
言
語
、
音
声
な
ど

の
障
が
い
の
た
め
、
意
思
伝
達
が
必

要
な
障
が
い
者
を
支
援
す
る
た
め
、

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
の
派
遣
、

点
字
・
声
の
広
報
発
行
、
手
話
・
朗

読
奉
仕
員
の
養
成
研
修
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
平
成
21
年
4
月
か
ら
手
話

通
訳
者
を
福
祉
総
務
課
に
設
置
し
ま

し
た
。
 

■
生
活
支
援

精
神
障
が
い
者
の
デ
イ
ケ
ア
や
、

理
学
療
法
士
に
よ
る
下
肢
に
障
が
い

が
あ
る
方
の
歩
行
訓
練
、
自
立
訓
練

と
し
て
の
料
理
教
室
、
障
が
い
者
の

就
業
に
関
す
る
講
習
会
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
講
座
な
ど
、
障
が
い
者
の
日

常
生
活
に
必
要
な
知
識
・
技
術
の
向

上
を
目
的
と
す
る
事
業
で
す
。
 

さ
ら
に
、
仲
間
と
と
も
に
自
分
に

自
信
を
持
ち
社
会
に
働
き
か
け
る
活

動
と
し
て
、
太
鼓
教
室
や
創
作
活
動
、

交
流
会
活
動
な
ど
の
本
人
活
動
を
支

援
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
福
祉

機
器
を
必
要
な
方
に
無
償
で
貸
し
出

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

■
障
害
者
等
社
会
参
加
支
援

日
中
一
時
支
援（
家
族
の
就
労
支

援
や
休
息
を
目
的
と
し
、
一
時
的
に

障
が
い
者
を
預
か
り
生
活
の
場
を
確

保
す
る
）の
ほ
か
、
障
が
い
者
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ（
外
出
時
付
添
 

い
）サ
ー
ビ
ス
や
介
護
給
付
に
該
当

し
な
い
障
が
い
者
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
、

通
院
・
通
学
・
調
理
・
買
い
物
・
掃

除
な
ど
の
生
活
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
 

す
。
 

■
社
会
参
加
促
進

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
見
学

バ
ス
な
ど
の
地
域
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

■
日
常
生
活
用
具
給
付

重
度
の
障
が
い
者
に
、
そ
の
障
が

い
を
補
助
す
る
た
め
の
日
常
生
活
用

具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
手
す
り
の
設
置
な
ど
の
小

規
模
な
住
宅
改
修
費
用
に
対
す
る
助

成
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
所
得
制
限
・

自
己
負
担
あ
り
。
介
護
保
険
対
象
者

は
介
護
保
険
が
優
先
）
 

■
自
動
車
改
造
費
助
成
・
運
転
免
許
取

得
費
助
成

重
度
の
身
体
障
が
い（
肢
体
不
自
 

由
）を
持
つ
障
が
い
者
が
、
自
己
所

有
の
乗
用
車
を
運
転
す
る
た
め
に
必

要
な
改
造
費
を
助
成
し
ま
す
。
 

ま
た
、
重
度
の
障
が
い
者
が
新
規

に
運
転
免
許
証
を
取
得
す
る
た
め
の

費
用
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 

■
問
合
せ
先

・
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
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・
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き
 

☎
0
5
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2
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7
7
7
 

・
美
咲
園
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
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65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
な
ど
か
ら
算

出
さ
れ
、
ご
本
人
の
収
入
・
所
得
や
世

帯
の
住
民
税
課
税
状
況
な
ど
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
 

平
成
21
年
度
介
護
保
険
料
の
年
間
保

険
料
額
を
記
載
し
た
納
入
通
知
書
を
、

７
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
 

 
■
納
付
に
つ
い
て

保
険
料
を
納
め
始
め
る
の
は
、
65

歳
に
な
っ
た
月（
65
歳
の
誕
生
日
の

前
日
が
あ
る
月
）の
分
か
ら
で
す
。
 

 
■
納
め
方

年
金
の
種
類
・
受
給
額
に
よ
っ
て
、

納
め
方
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
個
人
で
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

①
特
別
徴
収
 

老
齢（
退
職
）年
金
・
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
を
、
年
額
18
万
円
以
上
受

給
し
て
い
る
方
は
、
保
険
料
が
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
年
度
途
中
で
65
歳
に
な

っ
た
場
合
や
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら

転
入
し
た
場
合
、
所
得
段
階
に
変
更

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
一
時
的
に

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。
 

②
普
通
徴
収
 

特
別
徴
収
対
象
外
の
方
は
、
金
融

機
関
な
ど
で
納
付
書
で
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

な
お
、
口
座
振
替
の
方
の
保
険
料
 

は
、
各
納
期
限
日
に
口
座
か
ら
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。
 

 
■
特
別
徴
収
で
は
調
整
を
行
い
ま
す

特
別
徴
収
の
方
か
ら
は
、
正
式
な

年
間
保
険
料
額
が
確
定
す
る
ま
で（
4

月
・
6
月
）は
前
年
度
の
２
月
と
同

額
を
、
ま
た
、
4
月
・
6
月
に
特
別

徴
収
が
開
始
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
特

別
徴
収
仮
徴
収
額
通
知
書
の
金
額
を

仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
正
式
な
年
間
保
険
料

額
算
定
後
の
8
月
の
特
別
徴
収
の
際
 

に
、
既
に
仮
徴
収
さ
れ
て
い
る
金
額

に
よ
っ
て
は
、
増
額
・
減
額
を
行
い
、

前
半（
4
〜
8
月
）と
後
半（
10
〜
2
月
）

の
差
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
調

整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

調
整
が
行
わ
れ
た
方
の
10
月
以
降

の
金
額
は
、
次
の
と
お
り
ほ
ぼ
均
等

に
な
り
ま
す
。
 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

             
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
 

介
護
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の

介
護
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

例：保険料段階が第7段階（年額80,420円）
　　で、4･6月に各7,400円を特別徴収され
　　ていた場合（※8月分を増額）

4月 
6月 
8月 

10月 
12月 
2月 

年額 

7,400円　 
7,400円　 

25,400円※ 
13,420円　 
13,400円　 
13,400円　 

80,420円　 

10月以降の1回 
あたりの金額が、 
年額の約６分の 
１になります。 

畑で野菜などを育てる生産活動 

障
が
い
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
、ま
た
自
立
し
た
日
常
生
活
・
社
会
生
活
が

営
め
る
よ
う
、市
で
は
地
域
生
活
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

障
が
い
者
の
地
域
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す



催
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1819

0人 

1人 

2人 

3人～ 

270,000 

650,000 

1,030,000

以下、扶養親族１人につき380,000円 
の加算 

2,000,000 

2,380,000 

2,760,000

2,440,000 

2,820,000 

3,200,000

所　得　制　限

扶養親族
等 の 数

父の所得限度額（円） 扶養義務者
所得限度額
　　　（円） 全部支給 一部支給

   「
子
ど
も
の
心
の
土
台
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
■
対
象

未
就
学
児
の
親
子
　
20
組
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
。
 

 
■
日
時

7
月
31
日（
金
） 

受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら
 

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分
 

 
■
場
所

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
集
会
室
 

 
■
講
師

川
辺
修
作
先
生
 

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
　
 

 
■
参
加
費
　
無
料
 

 
※
講
演
会
中
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
「
パ
パ
・

マ
マ
体
験
講
座
」
を
受
講
中
の
中
学

生
が
、
お
子
さ
ん
と
遊
び
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）1
3
4
5

子
連
れ
で
子
育
て
講
演
会

   
 

 親
同
士
、
子
ど
も
同
士
の
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
育
児
相
談
や
工
作
・
リ
ズ

ム
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

 

■
対
象

未
就
学
児
と
保
護
者
 

■
日
時
・
場
所
　

○
7
月
9
日（
木
） 

午
前
9
時
〜
12
時
 

境
川
総
合
会
館
 

○
7
月
18
日（
土
） 

午
前
9
時
〜
12
時
 

芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
 

■
持
ち
物

お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
・
飲
み
物
 

■
参
加
費
　
無
料
 

 
■
申
込
・
問
い
合
せ
先
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
 

☎
０
５
５（
２
６
５
）５
２
５
２
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

出
張
開
設

父
子
家
庭
の
子
育
て
を

応
援
し
ま
す

   
〜
父
子
家
庭
児
童
育
成
手
当
〜

 市
で
は
、
父
子
家
庭
の
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
児
童
を
養

育
し
て
い
る
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
に
、

「
父
子
家
庭
児
童
育
成
手
当
」
を
支
給

し
ま
す
。
 

 
■
対
象0

歳
か
ら
18
歳
に
達
し
た
日
以
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
子
家
庭
の
父（
た

だ
し
、
児
童
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
）
 

■
受
給
対
象

○
父
母
が
離
婚
、
母
が
死
亡
、
生
死
不
 

明
、
遺
棄
、
拘
禁
な
ど
の
た
め
父
に

養
育
さ
れ
て
い
る
児
童
 

○
母
が
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童
 

※
た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
 

・
市
内
に
１
年
以
上
住
所
が
な
い
 

・
市
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
 

・
公
的
年
金
や
遺
族
補
償
、
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
 

・
所
得
の
申
告
が
な
い
 

・
婚
姻
し
て
い
る（
婚
姻
の
届
出
を
し

て
い
な
く
て
も
、
事
実
上
婚
姻
関
係

に
あ
る
場
合
も
含
む
）な
ど
 

■
支
給
額
（
月
額
）

○
全
額
支
給
 

4
万
1
7
2
0
円
 

○
一
部
支
給
 

4
万
1
7
1
0
円
〜
9
8
5
0
円
 

・
対
象
児
童
2
人
目
 

5
0
0
0
円
を
加
算
 

・
対
象
児
童
3
人
目
以
降
 

1
人
に
つ
き
3
0
0
0
円
を
加
算
 

 
※
父
や
扶
養
義
務
者（
同
居
親
族
）の
前

年
所
得
に
よ
っ
て
、
一
部
支
給
や
却

下
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

子
育
て
支
援
事
業
を

計
画
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

    
家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業
補
助
金

 市
で
は
、
子
育
て
環
境
の
健
全
化
、

少
子
化
対
策
、
青
少
年
育
成
活
動
の
一

環
と
し
て
、
子
育
て
支
援
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
場
合
 

に
、
講
師
謝
礼
に
つ
い
て
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象
事
業

○
保
育
園
、
幼
稚
園
の
保
護
者
会
主
催
 

 
で
、
専
門
家
や
講
師
を
呼
ん
で
、
子

育
て
に
つ
い
て
の
相
談
会
や
講
演
会
、

学
習
会
を
開
く
。
 

 ○
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
年
部
会
、
地
区
育

成
会
な
ど
の
主
催
で
、
子
育
て
支
援

の
講
演
会
を
開
く
。
 

 ○
子
育
て
を
支
援
し
て
い
る
自
主
グ
ル

ー
プ
が
、
子
育
て
支
援
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
会
や
学
習
会
を
開
く
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

青
少
年
育
成
担
当
 

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９
 

■
申
請
方
法

　
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 
※
申
請
の
猶
予
期
間
 

　
今
年
度
に
限
り
、
平
成
22
年
3
月

末
ま
で
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た
場
合
 

は
、
平
成
21
年
4
月
分
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
 

　
 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4
 

    　
　
 

　
 

 

「幸せ心理学」連続講座
 

ＴＡ（交流分析）を基にした、親子・夫婦関係に役立つ全5
回の連続講座です。パパやママに知っていただきたい内容です
ので、ぜひご参加ください。 

ＴＡは、個人が成長し変化するための心理療法で、コミュニ
ケーション理論や児童発達理論などにも関係があります。 

 
■対象　未就学児を子育て中の保護者　25人 
※定員になり次第締め切りです 
※先着12人まで託児可 
■場所　スコレーセンター2階資料展示室 
■日程・内容
○第1回　7月8日（水）※この回は1階会議室で開催 

「自分発見　～もっと自分を知ってみよう～」　 
講師　穴山 博美 先生　　 

○第2回　8月19日（水） 
「ふれ愛・みとめ愛・かかわり愛　～こころの栄養ストロー
ク～」　講師　芹沢 由紀子 先生 

○第3回　9月9日（水） 
「あなたもゲームの達人?! ～こころのゲームってなぁに?～」
　講師　野上 宏 先生 

○第4回　10月7日（水） 
「あなたの人生のシナリオはなぁに? ～なりたい自分になろ
う～」　講師　相吉 千里 先生 

○第5回　11月4日（水） 
「ありのままでいいんだよ」講師　苅谷 敬士 先生 
■時間　午前10時～12時 
■参加費　2000円（全5回）（オリジナルテキスト付） 
※ただし、託児を希望する場合は3000円　 
■持ち物　筆記用具 

■申込・問合せ先
ＮＰＯ法人　ＨａｐｐｙＳｐａｃｅゆうゆうゆう　 
☎055（261）0218
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2021

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

日本脳炎1、2期

二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合　1期

平成21年4月生まれ

平成20年7月生まれ

平成10年7月生まれ

現在見合わせています

通知発送対象児

3人扶養
（夫婦・子2人）

1人扶養
（夫婦のみ）

扶養なし

162万円

92万円

57万円

230万円

142万円

93万円

282万円

195万円

141万円

335万円

247万円

189万円

免除・納付猶予の対象となる所得の目安

扶養人数 全額免除
納付猶予 1／4納付 1／2納付

一　部　納　付

3／4納付

※一部納付（一部免除）の場合は、新たに送付される納付書で保険
　料を納めてください。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
方
に
は
、
納
付
を
免
除
ま
た
は
猶

予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

平
成
21
年
7
月
分
か
ら
平
成
22
年
6

月
分
ま
で
の
間
の
保
険
料
免
除
や
納
付

猶
予
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
 

※
平
成
20
年
度（
平
成
20
年
7
月
分
か

ら
平
成
21
年
6
月
分
）の
保
険
料
免
 

除
・
納
付
猶
予
の
申
請
も
平
成
21
年

7
月
31
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

 市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所
へ
申
請

手
続
き
を
行
い
、
そ
の
後
、
社
会
保
険

事
務
所
の
審
査
で
承
認
さ
れ
る
と
、
そ

の
期
間
の
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は

一
部
納
付（
一
部
免
除
）に
な
り
ま
す
。
 

 
■
対
象

○
申
請
者
本
人
と
そ
の
配
偶
者
、
世
帯

主
の
い
ず
れ
も
が
前
年
の
所
得
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す
る

方
 

 ○
失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
、
天
災

な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

方
 

○
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前

年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下
の
方
 

 ○
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
 

              

 本
人
と
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
基

準
に
該
当
す
る
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の

方
は
、
申
請
し
て
社
会
保
険
事
務
所
の

承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
 

 
■
免
除
（
全
額
・
一
部
納
付
）・
若
年
者

納
付
猶
予
の
承
認
期
間

平
成
21
年
7
月
〜
平
成
22
年
6
月
 

 
※
原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
「
全
額
免
除
」
と
「
若
年

者
納
付
猶
予
」
に
つ
い
て
は
、「
継

続
申
請
」
を
希
望
す
る
と
、
翌
年
か

ら
は
申
請
手
続
き
が
不
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

 ○
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎

年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
 

 ○
印
か
ん（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
）
 

 ○
申
請
理
由
が
失
業
な
ど
の
場
合
は
次

の
い
ず
れ
か（
コ
ピ
ー
可
）
 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
・
雇
用
保
険
被

保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知
書
な
ど

　
　
 

免
除
・
納
付
猶
予
は
年
金
に
反
映

①
老
後
の
年
金
に
反
映
 

　
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
 

②
老
齢
基
礎
年
金
に
一
部
算
入
 

　
老
齢
基
礎
年
金
額
を
算
出
す
る
際

に
免
除
期
間
は
減
額
さ
れ
ま
す
が
、

計
算
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（
た
だ
し
、
若
年
者
納
付
猶
予
期
間

は
入
り
ま
せ
ん
）
 

③
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
も
保
障
 

　
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
は
、
受
給

す
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間
に
反
映

さ
れ
ま
す
。
 

※
一
部
納
付（
一
部
免
除
）を
承
認
さ
れ

て
も
、
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未

納
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
納

め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

・
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所（
国
民
年
金
） 

☎
0
5
5（
2
5
2
）1
4
4
1
 

 

乳
幼
児
予
防
接
種
通
知
対

象
者対

象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契

約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
　
 

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
 

し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
  
 

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
、

予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
  
 
 
 

                  
■
問
合
せ
先
  

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
  

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１
 

みんなで「ふえふきの子」を育てよう
 

市教育委員会では、笛吹市に育つ全ての子どもたちが、生きて働く力を身に付け、家族や人

を愛し、自然や郷土を大切にする子どもに成長することを願っています。その思いを、笛吹市

の学校教育の指針である「笛吹市学校教育ビジョン」が目指す子ども像「きらめき ひびき合う 

ふえふきの子」に込めました。 

子どもたちがより良く育つためには、学校、家庭、地域などさまざまな場面での教育が必要

です。しかし、どんな場面の教育活動も、そこに良好な人間関係がなければ大きな効果は期待

できません。また、教育の場だけではなく、社会生活においても人と人との関係は大切です。 

そこで、笛吹市の子どもたちがよりよい成長をしていくために、まず人との関係を大切にし

てほしいと考え、次のことを市内すべての学校へ呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あいさつ」、「聞き方」、「言葉遣い」は、人と人との関係の基本です。子どもたちがより

良く生きていくための基礎を身に付けさせていくことも、大人の大切な責任の一つです。 

学校だけではなく、地域などすべての大人がこの３つを意識して呼びかけ、みんなで笛吹の

子どもたちのより良い成長をめざしていきましょう。 

 

「あいさつ」は、人と

人とが出会う時、とても

重要な役割を果たします。 

気持ちのよいあいさつ

は、人の心を開きます。 

「聞き方」とは、話を

聞く態度のことです。 

人の話をきちんと聞く

ことで、相手の気持ちを

受け止めることができま

す。 

正しい「言葉遣い」
は、自分の気持ちを相手
に伝える手助けをしてく
れます。 
時と場に応じた言葉で
自分の気持ちをきちんと
伝えれば、人とのつなが
りも深まります。 

あいさつ 聞 き 方 言葉遣い

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
受
付

1

保
険
料
免
除
制
度

2

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

1

2

　
・
　
共
通
事
項
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上平井第一団地
（石和）

高家団地
（八代）

小松団地
（春日居）

鉄骨
4階

鉄骨
3階

鉄骨
3階

約84m2

約80m2

約81m2

6･6･8
LDK

6･8･8
LDK

6･6･6
LDK

3

6

1

10

9

12

H

H

H

63,000円

53,000円

59,000円

団　地　名 構造 床面積 間取り
募集
戸数

建設
年度

家　賃

募　集　団　地　一　覧　表

集落協定名 活　　動　　内　　容参加戸数 面　積（m2） 単価 交付金（円）
31
59
29
45
47
53
54
71
48
52
8
11
18
13
18
61
115
79
40
17
9
15
15
27
77
20
9
17
56
38
62
49

1,263

37,077
173,247
116,931
117,992
158,624
117,673
112,794
135,828
125,010
107,532
10,004
10,764
27,364
14,922
21,236
259,757
116,340
101,604
85,546
24,800
17,653
23,253
23,889
30,487
249,356
50,739
21,684
36,911
140,824
99,698
97,077
86,051

2,752,667

通常
通常
通常
通常
通常
通常
通常
通常
通常
通常
8割
8割
8割
8割
8割
8割
8割
8割
通常
通常
8割
8割
8割
8割
8割
8割
8割
8割
8割
8割
8割
8割

129,769
606,364
409,258
811,420
555,184
411,855
394,779
475,398
437,535
376,362
28,011
30,139
76,619
41,781
59,460
740,048
338,905
284,491
299,411
86,800
49,428
65,108
152,889
92,566
975,546
466,798
199,492
339,581
510,394
685,349
686,143
824,856

11,641,739

松 　 　 本
十 　 　 郎
戸 　 　 倉
新 上 宿
坂 　 　 野
道 場 ･ 駒 留
若 　 　 宮
尾 　 　 山
大 野 寺
御 坂 竹 居
旭 　 　 村
新 巻 ･ 柿 沢
新 巻 ･ 土 塚
弾 正 原
天 狗 平
奈 良 原
八 代 竹 居

岡
前 間 田 Ａ
前 間 田 Ｂ
大 窪 Ａ
大 窪 Ｂ
大 窪 Ｃ
藤 　 　 垈
春 日 居
上 岩 下
大 　 　 林
大 　 　 平
上 芦 川
新 井 原
中 芦 川
鶯 　 　 宿
合　　計
（32協定）

農業生産活動など 
●耕作放棄の防止等の活動（鳥

獣被害防止対策、農地の
法面管理等） 

●水路･農道等の管理活動 
●国土保全機能を高める取組

み（周辺林地の下草刈り、
土壌流亡に配慮した営農） 

●自然生態系の保全に資する
取組み 

 
農業生産活動などの体制整備 
●高付加価値型農業の実践 
●新規就農者の確保 
●認定農業者の育成 
●多面的機能の持続的発揮に

向けた非農家･他集落との
連携 

 
※上記の活動のうち、協定ご

とに地域の現状や特性に
応じた活動が行われてい
ます。 

集　落　協　定　の　概　要

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の

遊
休
農
地
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
地

域
で
農
地
を
貸
し
た
い
方
を
探
し
て
い

ま
す
。
 

 
○
一
宮
町
・
春
日
居
町（
山
梨
市
に
近

い
と
こ
ろ
）
　
　
 

3
0
0
0
〜
5
0
0
0
m2

 

ほ
か
に
も
農
地
を
貸
し
た
い
方
、
借

り
た
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
相
談
会

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

届
い
た
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
内

容
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
方
や
、

内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

 
※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
引

き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

 
■
日
時
・
場
所

○
７
月
15
日（
水
）
 

午
前
９
時
〜
12
時
 

午
後
１
時
〜
４
時
 

市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室
 

 
○
8
月
19
日（
水
）
 

午
前
９
時
〜
12
時
 

午
後
１
時
〜
４
時
 

境
川
支
所
 

 
■
持
ち
物

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど
 

（
そ
の
ほ
か
参
考
に
な
り
そ
う
な
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
 

い
） 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

中山間地域等直接支払制度の実施状況のお知らせ
 
平成20年度の中山間地域等直接支払制度の実施状況を公表します。 
■事業目的

中山間地域では、傾斜農地であることと担い手不足・高齢化などによる労働力不足や鳥獣被
害等の生産条件の不利が原因となり、耕作放棄地が増加傾向にあります。 

そのため、耕作放棄地の発生を防止し、国土の保全や住民に対して水源のかん養などの多面
的機能を確保するために、「中山間地域等直接支払交付金」が交付されています。 

 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■問合せ先　産業観光部　農林振興課　農産推進担当　☎055（262）4111

農
地
を
貸
し
た
い
方
探
し

て
い
ま
す

空
室
の
あ
る
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

募
集
団
地
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
 

す
。
 

■
入
居
資
格
　

○
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と
 

○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と
 

○
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
こ
と（
た
だ
 

　
し
、
申
込
時
に
世
帯
を
構
成
し
て
い

な
く
て
も
婚
約
中
で
「
婚
約
承
諾
書
」

が
提
出
で
き
、
契
約
時
に
新
戸
籍
謄

本
ま
た
は
婚
姻
届
け
受
理
証
明
書
を

提
出
で
き
る
方
も
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
）
 

○
市
内
に
居
住
し
、
年
間
所
得
金
額
2
 

4
0
万
円
以
上
の
収
入
が
あ
り
、
家

賃
そ
の
他
の
市
営
住
宅
に
つ
い
て
債

務
を
保
証
す
る
能
力
を
有
す
る
連
帯

保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
こ
と（
現
在
、

公
営
住
宅
入
居
中
の
方
や
入
居
予
定

の
方
を
除
く
）
 

○
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
は

永
住
許
可
な
ど
を
受
け
て
い
る
外
国

人
で
あ
る
こ
と
 

○
法
で
定
め
る
基
準
内
の
収
入
で
あ
る

こ
と（
所
得
月
額
15
万
8
千
円
以
上

48
万
7
千
円
以
内
）
 

○
入
居
申
込
者
や
同
居
者
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と
 

 ※
入
居
上
の
注
意
点
　
 

入
居
後
、
各
団
地
の
自
治
会
に
入

会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
家

賃
以
外
に
自
治
会
費
・
共
益
費
な
ど

が
か
か
り
ま
す
。
 

■
申
込
方
法

管
理
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
お

渡
し
す
る
必
要
書
類
に
記
入
し
、
持

参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
電
話
で
は
お
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
 

 
■
問
合
せ
先

建
設
部
　
管
理
総
務
課
 

総
務
住
宅
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
2
 

ま
た
は
各
支
所
 

  

市
営
住
宅
（
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
）
入
居
者
募
集

無
料
耐
震
診
断
希
望
者
を
再
募
集
し

ま
す
。
 

 
■
対
象
住
宅

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅
 

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅
　
 

（
同
年
6
月
1
日
以
降
に
増
築
を
行

っ
た
場
合
も
可
）
 

②
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅
 

（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ

ー
工
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

③
長
屋
や
共
同
住
宅
以
外
の
も
の
 

④
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
 

⑤
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
住
宅
 

（
複
数
の
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
場

合
は
、
主
に
居
住
し
て
い
る
１
棟
が

対
象
）
 

■
診
断
費
用
　
市
が
全
額
負
担
 

■
募
集
戸
数
　
20
戸
 

■
受
付
期
間
 

7
月
13
日（
月
）〜
31
日（
金
） 

■
申
込
方
法
 

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま
た
は
各
支

所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
 

計
画
指
導
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4

無
料
耐
震
診
断
を
受
け
ま

せ
ん
か
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スコレーパリオ 
   
御坂福祉センター   

一宮福祉センター 
 
八代福祉センター 

坊ヶ峯ふれあいセンター 
 
春日居福祉会館   
芦川町ふれあいプラザ 

7月22日 （水） 
8月26日 （水） 
9月30日 （水） 
8月20日 （木） 
7月15日 （水） 
9月16日 （水） 
8月12日 （水） 
7月  9日 （木） 
9月10日 （木） 
8月  4日 （火） 
9月  3日 （木） 

民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員   
民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員   
民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員・消費生活相談員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員   
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員   
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員   
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員   
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員   
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員   
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員   
民生委員・人権擁護委員・行政相談委員  

午後1時30分 
～3時30分 

開　設　場　所 開設日 時　間 相　　　談　　　員

 
　毎日の暮らしの中での問題についてご相談ください。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。 

【相談内容・相談対応者】            
○専門家への相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥弁護士・司法書士  
○相談員への相談　心配ごと（福祉関係）相談‥‥‥民生委員・児童委員         
　　　　　　　　　人権相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥人権擁護委員         
　　　　　　　　　行政相談（行政機関について）‥行政相談委員         
　　　　　　　　　消費生活相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥消費生活相談員         
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。 

開設日程

■申込・問合せ先            
笛吹市社会福祉協議会 同　石和支所 同　御坂支所 同　一宮支所    
☎055（265）5182 ☎055（262）1267 ☎055（263）0848 ☎0553（47）2288    
 同　八代支所 同　境川支所 同　春日居支所 同　芦川支所 
 ☎055（265）2240 ☎055（266）5911 ☎0553（26）3667 ☎055（298）2170

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題
の

相
談
会
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者

金
融
な
ど
複
数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金

を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

 ■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
方
 

■
日
時

7
月
15
日（
水
）、
8
月
19
日（
水
）、

9
月
16
日（
水
） 

受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
2
階
会
議
室
 

■
相
談
時
間
　
１
人
30
分
以
内
 

■
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
） 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
混
雑
す
る
場

合
は
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

※
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

 ■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
相
談
会

お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」、「
こ
と
ば
」

に
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象
　
0
歳
児
か
ら
 

■
日
時
　

7
月
15
日（
水
）〜
18
日（
土
） 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

■
場
所
　

県
立
ろ
う
学
校
　
幼
児
指
導
室
 

■
相
談
内
容

○
お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
相
談
 

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方

ア
ド
バ
イ
ス（
育
児
相
談
）な
ど
 

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
日
時

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切

7
月
10
日（
金
）午
後
5
時
 

※
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
も
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す（
た
だ
し
、
相
談
会
開

催
期
間
中
を
除
く
）。
 

※
こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入
学
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
担
当
　
手
塚
） 

☎
0
5
5
3（
2
2
）1
3
7
8
 

F
a
x
0
5
5
3（
2
2
）6
4
1
9
 

電
子
メ
ー
ル
 

sodan@
rogako.kai.ed.jp

夏
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」

と
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

人
生
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す

た
め
、
結
婚
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

 
■
開
設
日

○
平
成
21
年
 

7
月
3
日（
金
）・
26
日（
日
）
 

8
月
7
日（
金
）・
23
日（
日
）
 

9
月
4
日（
金
）・
27
日（
日
）
 

10
月
2
日（
金
）・
18
日（
日
）
 

11
月
6
日（
金
）・
15
日（
日
）
 

12
月
4
日（
金
）・
20
日（
日
）
 

○
平
成
22
年
 

1
月
8
日（
金
）・
17
日（
日
）
 

2
月
5
日（
金
）・
21
日（
日
）
 

3
月
5
日（
金
）・
14
日（
日
）
 

 
■
時
間

○
金
曜
日
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

○
日
曜
日
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

両
日
と
も
に
受
付
は
４
時
ま
で
 

 
■
場
所
　

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

■
結
婚
相
談
員（
敬
称
略
）
 

川
合
　
久
男（
石
和
町
）
 

佐
野
　
英
美（
石
和
町
）
 

福
田
　
吉
孝（
石
和
町
）
 

米
山
登
志
子（
石
和
町
）
 

川
崎
　
正
次（
一
宮
町
）
 

水
上
　
洋
子（
一
宮
町
）
 

若
杉
　
力
夫（
一
宮
町
）
 

雨
宮
　
　
融（
御
坂
町
）
 

河
野
　
幸
子（
御
坂
町
）
 

小
林
　
昭
悟（
御
坂
町
）
 

矢
野
　
孝
友（
御
坂
町
）
 

相
澤
　
正
子（
八
代
町
）
 

飯
塚
　
秀
平（
八
代
町
）
 

久
保
　
貴
宣（
八
代
町
）
 

大
須
賀
武
彦（
境
川
町
）
 

齋
藤
　
千
鶴（
境
川
町
）
 

玉
川
百
年
子（
境
川
町
）
 

石
原
　
　
均（
春
日
居
町
）
 

岩
崎
　
孝
子（
春
日
居
町
）
 

田
中
　
勤
一（
春
日
居
町
）
 

 
※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

※
今
後
も
引
き
続
き
相
談
し
た
い
場
合
 

　
は
、
結
婚
相
談
の
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

そ
の
際
、
印
か
ん
・
Ｌ
版
写
真
2
 

枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明
書
の

写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

結
婚
相
談
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

交
通
安
全
協
会
協
力
費
の

お
願
い

宮
川
く
に
子
様（
芦
川
町
鶯
宿
）
 

【
ア
イ
ス
ス
ラ
イ
サ
ー（
か
き
氷
機
）】
 

柿
島
岐
美
恵
様（
石
和
町
今
井
）
 

【
児
童
図
書
】
 

中
村
喜
光
様（
春
日
居
町
鎮
目
）
 

【
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
と
し
て
】
 

善
意
の
ご
寄
付

件　　　　名

御坂町夏目原地内配水管布設工事 
御坂町内配水管補償工事実施設計業務委託 
石和町内配水管補償工事実施設計業務委託 
御坂町石綿管等布設替工事実施設計業務委託 
春日居福祉会館浴室等改修工事実施設計及び監理業務委託 
建物調査業務委託 
下水道関連配水管布設工事（御坂１工区） 
土木積算システムパソコン 5台購入 
操法大会（消防）関係物品購入 
消防ホース・消火栓用物品購入 
配水管布設工事実施設計業務委託(春日居) 
一宮町配水管実施設計業務委託第1工区（一宮） 

場　　所

御坂町夏目原 
御坂町 
石和町 
御坂町 
春日居町寺本・春日居福祉会館 
一宮町東原　 
御坂町蕎麦塚　 
笛吹市役所 
御坂支所・一宮支所 
石和町市部 
春日居町小松・春日居町鎮目 
一宮町石・一ノ宮ほか6カ所 

予定価格（円）

¥2,780,000 
¥6,000,000 
¥7,000,000 
¥12,600,000 
¥810,000 
¥2,500,000 
¥6,700,000 
¥950,000 
¥1,600,000 
¥6,200,000 
¥1,600,000 
¥6,800,000

決定額（円）

¥2,650,000 
¥2,670,000 
¥3,200,000 
¥5,450,000 
¥780,000 
¥1,440,000 
¥6,230,000 
¥750,000 
¥1,554,000 
¥4,476,100 
¥800,000 
¥2,640,000

決　定　業　者

石原設備 
（株）三水コンサルタント山梨事務所 
（株）エスティ設計 
（株）三水コンサルタント山梨事務所 
一級建築士事務所アトリエＫ 
昭和測量（株）峡東支店 
（有）タナカ設備 
（株）システムインナカゴミ 
（有）井出デバリ商店 
三和防災（株） 
（株）山水コンサルタント笛吹支店 
新都上下水道設計（株）　山梨支社 

入　札　日

平成21年4月16日 
〃 
〃 
〃 

平成21年4月30日 
〃 
〃 

平成21年5月21日 
〃 
〃 
〃 
〃 

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です） 

笛
吹
交
通
安
全
協
会
各
支
部
で
は
、

毎
年
各
家
庭
か
ら
協
力
費
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
 

こ
の
協
力
費
は
、
「
春
と
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」
を
は
じ
め
、
「
夏
と

冬
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
」
、「
高

齢
者
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
室
」
な

ど
の
交
通
安
全
啓
発
活
動
の
た
め
に
、

有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

今
年
度
も
、
安
全
協
会
役
員
や
各
組

長
が
各
家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

笛
吹
交
通
安
全
協
会（
笛
吹
警
察
署
 

内
） 

☎
0
5
5（
2
6
2
）0
3
3
8

総合相談をご利用ください

　できる限り事前に 
ご予約ください。 
　予約数に空きがあ 
れば当日でも受け付 
けます。 



七夕ライトダウン

（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときはごみの分け方カレンダー 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

家電リサイクル法対象品目の特別収集を行います。
ただし、業務用の家電は収集しません。 

■日時　7月26日（日）　午前8時～11時  
■場所　笛吹市役所本庁舎東側駐車場 
 
※収集にはリサイクル料金が必要です。 

リサイクル料金は、品目とメーカーで料金が異な
りますのでご注意ください。 

   開
館
か
ら
21
年
目
を
迎
え
た
釈

迦
堂
遺
跡
博
物
館
の
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
写
真
パ
ネ
ル
で
振
り
返
り

ま
す
。
 

  
 縄

文
人
の
不
思
議
な
形
の
道
具

の
数
々
、
み
ん
な
で
使
い
方
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
の
自

由
研
究
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。
 

 
■
両
展
示
の
開
催
期
間 

7
月
18
日（
土
）〜
9
月
7
日（
月
） 

   当
館
の
土
偶（
重
要
文
化
財
）7

点
が
、
今
秋
、
大
英
博
物
館
で
展

示
さ
れ
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
7
月
20
日
ま
で
出
品

資
料
を
特
別
展
示
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

  ■
日
時 

○
作
る
日
 

①
8
月
1
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
 

②
8
月
2
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
 

○
野
焼
き 

8
月
8
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
 

■
定
員 

①
②
各
20
人（
要
事
前
申
込
） 

※
作
る
日
と
焼
く
日
の
両
日
と
も

参
加
可
能
な
方
に
限
り
ま
す
。
 

■
材
料
費
　
無
料 

■
持
ち
物
 

水
筒
・
帽
子
・
タ
オ
ル
な
ど
 

■
受
付
開
始 

7
月
17
日（
金
）午
前
9
時
か
ら
 

    自
由
研
究
で
「
縄
文
時
代
」
を

調
べ
る
な
ら
、
ま
ず
は
当
館
で
縄

文
土
器
や
土
偶
、
弓
矢
を
見
て
み

よ
う
。
質
問
や
疑
問
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

 
    

夏
休
み
企
画
展

「
し
ゃ
か
ど
う
の
歩
み
パ
ネ
ル
展
」

大
英
博
物
館
に
出
品

自
由
研
究
の
質
問
、ぎ
も
ん
、

し
ゃ
か
ど
う
で
解
決
し
よ
う
！

釈
迦
堂
遺
跡
の
「
？
」
な

道
具
た
ち
展

ど
ぐ
う
を
作
っ
て
焼
こ
う

一宮町

■料金問合せ先　（財）家電製品協会家電リサイクル券センター　 0120（319）640 
ホームページ　http://www.rkc.aeha.or.jp/

リサイクル料金（例）

エアコン‥‥‥‥‥‥‥‥3,150円 

テレビ‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,835円 

冷蔵庫・冷凍庫‥‥‥‥‥5,869円 

洗濯機・衣類乾燥機‥‥‥3,444円 

 

○エアコン　 
○テレビ（ブラウン管式、液晶・プラ 
　ズマ式） 
○冷蔵庫・冷凍庫　 
○洗濯機・衣類乾燥機 
 

特別収集対象家電4品目

地球温暖化防止のためのCO2削減 
ライトダウンキャンペーン 

お盆のお供物は 
可燃ごみとして収集します 

市では、7月7日に「七夕ライトダウン」を行い
ます。全国的には、当日の夜8時から10時までの2
時間、電気を一斉に消灯するよう、全国のライト
アップ施設への呼びかけが行われています。 

市でも、夜間照明施設の貸出制限や職員の定時
退庁などに取り組みますので、皆さんのご理解、
ご協力をお願いします。 

市では、例年どおりお盆のお供物を可
燃ごみとして収集します。通常の可燃ご
み同様、各自の責任で区の決められた可
燃ごみの曜日に出してください。 

また、区独自に対応することもありま
すので、その場合は、お住まいの区にお
問い合わせください。 

　4月6日、満開の桜が咲き誇る金川の森で、一宮町地区

のシニアを対象に、生涯学習いちのみやシニア学級「ウォー

キング教室」を開催しました。県体育協会指導員から正

しい歩き方の指導を受け、ストレッチを取り入れながら

約4キロメートルのウォーキングを行いました。 

　また、5月9日には、一宮町内小学生を対象に、いちの

みやこどもチャレンジ教室「藍染教室」を開催。子ども

たちが思い思いの図柄を藍（あい）で染め上げたバンダナは、

素晴らしい出来栄えで、みんなうれしそうに自分の作品

を眺めていました。 

　今後も、各地域の生

涯学習コーディネーター

が、皆さんの意見や感

想を基に講座を開催し

ていきますので、ぜひ

ご参加ください。 

26

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 

055（261）2044 
または各支所 地域課 
（芦川支所は地域住民課） 

27

■
開
館
時
間 

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 （
入
館
は
午
後
4
時
３０
分
ま
で
） 

▽
休
館
日 

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
 

 （
土
・
日
除
く
）
 

■
入
館
料 

　
一
般
・
大
学
生
 
2
0
0
円
 

小
中
高
生
　
 
 
1
0
0
円
 

　（
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
は
、
 

　
利
用
券
を
お
持
ち
頂
く
と
同
伴
 

　
者
も
入
場
無
料
で
す
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3

D・A・T・A

■問合せ先 
市教育委員会　生涯学習課 
生涯学習コーディネーター 

055（261）3339
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６
月
１
日
、
笛
吹
市
管
工
事
組
合
笛
水
会
（
浅

川
順
一
代
表
）が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
と
し
て
市
内
小
中
学
校
の
水
ま
わ
り
の
点
検
・

修
理
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
は
、
児
童
・
生
徒
が
毎
日
安
全
に

学
習
で
き
る
学
校
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
、

平
成
21
年
か
ら
３
年
を
か
け
て
市
内
全
小
中
学

校
の
屋
外
の
洗
い
場
や
校
舎
内
の
ト
イ
レ
な
ど

の
点
検
・
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
も
の
で
す
。 

今
回
は
、
会
員
14
社
か
ら
各
２
人
が
参
加
し
、

7
つ
の
小
中
学
校
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

５
月
24
日
、
清
流
公
園
相
撲
場
で
「
第
17
回

清
流
杯
争
奪
笛
吹
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

個
人
戦
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
の
部
で
優

勝
し
た
選
手
は
、
国
技

館
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
す
る
予
定

で
す
。 

団
体
戦
の
上
位
チ
ー

ム
と
個
人
戦
の
優
勝
者 

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
）
　 

■
団
体
戦 

優
　
勝
　
石
和
町
Ａ 

準
優
勝
　
石
和
町
Ｂ 

第
３
位
　
石
和
町
Ｄ 

■
個
人
戦
優
勝 

幼
年
の
部
　
　
　
　
辻
　
　
好
誠（
一
宮
町
） 

１
年
生
の
部
　
　
　
児
玉
依
生
起（
八
代
町
） 

２
年
生
の
部
　
　
　
中
野
　
義
信（
石
和
町
） 

３
年
生
の
部
　
　
　
村
松
　
篤
磨（
石
和
町
） 

４
年
生
の
部
　
　
　
齋
藤
　
洸
平（
石
和
町
）  

５
年
生
の
部
　
　
　
内
藤
　
大
賀（
御
坂
町
） 

６
年
生
の
部
　
　
　
里
吉
　
由
至（
御
坂
町
） 

低
学
年
女
子
の
部
　
藤
本
　
智
美（
八
代
町
） 

高
学
年
女
子
の
部
　
荻
野
さ
つ
き（
石
和
町
） 

４
月
12
日
か
ら
29
日
ま
で
、
第
４
回
笛
吹
市

体
育
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
御
坂
体
育
館
で
開
か

れ
た
開
会
式
で
は
、
市
の
社
会
体
育
の
振
興
発

展
に
貢
献
し
た
方
々
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

■
体
育
功
労
表
彰
者 

寺
本
は
る
美（
石
和
町
） 

風
間
　
　
誠（
境
川
町
） 

内
藤
　
初
男（
御
坂
町
） 

野
澤
　
岸
夫（
一
宮
町
） 

和
泉
　
裕
士（
御
坂
町
） 

長
田
　
長
久（
御
坂
町
） 

松
田
美
由
喜（
御
坂
町
） 

中
川
　
文
男（
一
宮
町
） 

中
村
　
富
之（
石
和
町
） 

広
瀬
　
敏
彦（
一
宮
町
） 

竹
越
　
富
男（
御
坂
町
） 

■
特
別
表
彰
者 

石
川
　
義
晴（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
） 

石
川
　
京
子（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
） 

松
村
　
隆
弘（
卓
球
） 

廣
野
ま
り
な（
空
手
） 

雨
宮
　
　
愛（
空
手
） 

秋
山
　
太
志（
空
手
） 

根
津
　
真
弓（
弓
道
） 

正
満
　
孝
太（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
） 

上
田
　
夏
帆（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
） 

橋
本
　
祐
樹（
弓
道
） 

雨
宮
　
正
樹（
自
転
車
） 

４
月
17
日
、
バ
ラ
に
よ
る
景
観
づ
く
り
を
目

指
す
笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
総
会
が
、
市
内
ホ

テ
ル
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
バ
ラ
の
剪
定（
せ
ん
て
い
）講
習

会
や
ポ
プ
リ
作
り
講
習
会
な
ど
、
昨
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
５
月
23
日
に
は
、
活
動
２
年
目
に
入

り
38
人
に
な
っ
た
同
メ
ン
バ
ー
が
、
石
和
温
泉

駅
前
広
場
で
バ
ラ
の
花
ガ
ラ
摘
み
と
剪
定
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
を
目
に
し

た
駅
の
利
用
者
は
、
「
い
つ
も
素
敵
な
バ
ラ
を

見
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
管
理
が
大
変

な
ん
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

５
月
17
日
、
石
和
図
書
館
企
画
に
よ
る
「
第

22
回
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ま
つ
り
」
が
、
ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、
歌
あ
そ
び
な
ど
で
会
場
を
盛
り

上
げ
た
あ
と
、
い
よ
い
よ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
登
場
。

図
書
館
職
員
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
や
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ

ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
で
作
り
出
す
し
ゃ
ぼ

ん
玉
に
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
石
和
農
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
集
ま
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
友
だ
ち
や
家
族
と
一
緒
に
し
ゃ

ぼ
ん
玉
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

５
月
８
日
、
県
庁
で
笛
吹
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

ス
が
、
山
梨
県
児
童
福
祉
功
労
団
体
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。 

　
同
団
体
の
メ
ン
バ
ー
は
主
に
市
内
の
中
学
・

高
校
生
で
、
市
で
行
う
自
然
体
験
教
室
や
地
域

の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
、
小
学
生
を
指

導
す
る
な
ど
リ
ー
ダ
ー
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
表
彰
は
、
同
団
体
が
、
地
域
の
子
ど

も
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
展
・
向
上
に
寄
与
し
、
ま
た
、

メ
ン
バ
ー
自
身
が
、
他
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
模

範
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。 

同
団
体
関

係
者
は
、「
今

後
も
積
極
的

に
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。 

表彰された笛吹ジュニア・リーダース 

校庭の洗い場の蛇口を点検する参加者 

力いっぱい相撲をとるチビッコ力士 

一人一人に表彰状が手渡されました 

地
域
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
発
展 

に
貢
献 

笛
吹
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ス

安
心
し
て
学
べ
る
学
校
に 

笛
吹
市
管
工
事
組
合

チ
ビ
ッ
コ
力
士
た
ち
が
力
比
べ 

笛
吹
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

社
会
体
育
に
貢
献
し
た
22
人 

を
表
彰 

バ
ラ
で
素
敵
な
ま
ち
づ
く
り 

第
4
回
笛
吹
市
体
育
祭
り

笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

い
ろ
い
ろ
な
道
具
で
作
る 

し
ゃ
ぼ
ん
玉 

し
ゃ
ぼ
ん
玉
ま
つ
り

バラの手入れを行うメンバー 

針金やおたまなどでしゃぼん玉作りに挑戦 



図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

31 30

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

7
月
9
日（
木
）・
23
日（
木
）
 
 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
 

7
月
2
日（
木
）・
16
日（
木
）
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

7
月
4
日（
土
）・
11
日（
土
）・
18

日（
土
）・
25
日（
土
）
 

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分
 

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

7
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ

ば
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
） 

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
 

7
月
4
日（
土
）
午
後
2
時
か
ら
 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム（
大
人
の
た
め
の

い
や
し
の
時
間
）
 

7
月
17
日（
金
）
 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
 

7
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
） 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

7
月
1
日（
水
）
 

【
あ
ん
よ
】
午
前
10
時
30
分
か
ら
 

【
だ
っ
こ
】
午
前
11
時
か
ら
　
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン
 

7
月
15
日（
水
）
午
前
11
時
か
ら
 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

7
月
11
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら
 

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
 

 
〜
お
は
な
し
会
〜
 

7
月
5
日（
日
）・
12
日（
日
）・
19

日（
日
）・
26
日（
日
）
午
後
２
時

か
ら
 

●
プ
レ
マ
マ
 

〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜
 

7
月
10
日（
金
）・
24
日（
金
）
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

 

平
　
　
　
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

石
和
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

御
坂
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

八
代
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

7
月
4
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）
 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

境
川
図
書
室

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や 

も
も（
乳
幼
児

向
け
）
 

7
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！
 

7
月
11
日（
土
）
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会
 

7
月
18
日（
土
）
午
前
10
時
30
分

か
ら
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

7
月
25
日（
土
）
午
前
10
時
30
分

か
ら
 

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

●
石
和
図
書
館
 

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
21
日（
火
）・
 

27
日（
月
） 

●
御
坂
図
書
館
 

1
日（
水
）・
8
日（
水
）・
15
日（
水
）・
 

22
日（
水
）・
29
日（
水
）・
31
日（
金
） 

●
一
宮
図
書
館
 

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・
 

27
日（
月
）・
31
日（
金
） 

●
八
代
図
書
館
 

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・
 

27
日（
月
）・
31
日（
金
） 

●
境
川
図
書
室
 

5
日（
日
）・
12
日（
日
）・
19
日（
日
）・
 

20
日（
月
）・
26
日（
日
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

6
日（
月
）・
13
日（
月
）・
21
日（
火
）・
 

27
日（
月
）・
31
日（
金
） 

月

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

7
月
11
日（
土
）
 

午
後
１
時
30
分
か
ら
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会
 

7
月
1
日（
水
）・
8
日（
水
）・
15

日（
水
）・
22
日（
水
）・
29
日（
水
）
 

午
前
11
時
か
ら
 

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

　ヨーヨーつりやゲームなど楽
しい遊びがいっぱい。暑い夏を
吹き飛ばそう！

■日時　8月20日 （木） 　 
午前10時～午後3時

■場所　市内各図書館

　7月7日は「ゆかたの日」でもあります。ゆかたを着たり、
お部屋に可愛く飾れる笹の葉デコレーション作りをしたり、
大人の七夕まつりを楽しみませんか。

■日程　7月 7日（火）

■内容　○笹の葉デコレーション作り　午前10時から
　　　　（材料がなくなり次第終了）

　　　　○ゆかたの着付け指導　　　　午後1時～3時

■場所　市内各図書館

■参加費　無料（申し込み不要)

　図書館スタッフ全員が、夏の風物詩「ゆかた姿」で皆さん
をお待ちしています。

　絵本でしりとり遊びをしませんか。市内全6図書館すべてをクリアーすると、何かいいことが起こ
るかも。お楽しみに！

■日時　7月18日 （土)～8月20日（木）　開館時間内

■場所　市内各図書館

■遊び方　○各図書館で、書名（タイトル）でしりとりになるように本を借りていきます。
どの図書館からスタートしてもOKです。
○必ず書名（タイトル）がしりとりになるようにしてください。
○図書館スタッフに、借りた本の書名を台紙に記入してもらってください。

8月の平日は、全館午前9時30分に開館します。（八代・境川は午前9時）
ただし、土・日は通常どおり開館します。

例
一宮図書館

ケ ロリがケロ リ

八代図書館

つ んつくせんせいどうぶつえんにい く

境川図書室

く まのこうちょうせんせ い

春日居ふるさと図書館

イ モムシかいぎ

御坂図書館

り んごがひと つ

石和図書館

ミ ッ ケ

ゴール
スタート



この印刷物は、古紙配合率１００％の再生紙と大豆油インキを使用しています。 

●発　行　2009年7月1日　山梨県笛吹市役所 
●編　集　経営企画課・広聴広報担当 
●所在地　〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地 

TEL 055-262-4111

笛吹市役所  本庁 
☎055（262）4111

春日居郷土館では、「甲斐国千年の都 笛吹市」の発刊に合わせて、市内の代
表的な文化財を紹介しています。開催期間は7月31日までです。 

御崎古墳（八代町）出土馬具 

■展示テーマ
○甲斐国千年の都 笛吹市・・・・・ 
 

○笛吹市の歴史・・・・・・・・・・・・・・・・ 

甲斐国の政治・文化の中心であった笛吹市の 
古墳時代から戦国時代までの歴史を紹介します。 

旧石器・縄文・弥生・江戸・明治・大正・昭和 
時代の歴史を紹介します。 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
笛
吹
市
が
甲
斐
国

の
政
治
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
約
1
0
 

0
0
年
の
歴
史
と
文
化
財
を
解
説
し
た
冊
子

を
発
刊
し
ま
し
た
。
 

本
冊
子
は
市
内
図
書
館
な
ど
に
置
く
ほ
か
、

希
望
者
に
有
償
配
布
し
ま
す
。
 

■
主
な
内
容

A
5
版
　
本
文
90
ペ
ー
ジ
 

○
第
一
部
　
笛
吹
市
の
古
代
 

○
第
二
部
　
笛
吹
市
の
中
世
 

○
第
三
部
　
笛
吹
市
の
史
跡
・
遺
跡
・
文
化
財

　
 

■
金
額
　
5
0
0
円
 

■
取
扱
場
所

○
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課（
南
館
3
階
）
 

○
市
役
所
本
庁
1
階
総
合
窓
口
ま
た
は
各
支

　
所
 

○
春
日
居
郷
土
館
 

○
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
 

■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2
 

※
今
月
の
「
笛
吹
市
探
訪
」
は
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 

■開館時間　午前9時～午後5時（入館は午後４時30分まで） ○休館日  毎週月曜日
■観覧料金　一般・大学生　200円　　　小・中・高校生　100円 
■問合せ先　春日居郷土館　☎0553（26）5100

御坂支所 ☎055（262）2271　一宮支所　☎0553（47）1111　八代支所 ☎055（265）2111　 
境川支所 ☎055（266）2111　春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111 
 

D・A・T・A ・ FUEFUKI

H21.6.1現在 （　）は前月比 

人口●72,271人　（ -50） 

男　●34,951人　（ ±   0） 

女　●37,320人　（ -50） 

世帯●26,706世帯（ +30） 

http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp
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